
様式２ 

 

テーマ型共創フロント 募集シート 
 

    ■提案の募集内容について 

募集テーマ 

 

地域共生ハッカソンの活動を充実させる提案 

提案の募集対象 

（テーマに関連する

事業等の概要） 

地域共生ハッカソンは、専門分野の異なる大学・専門学校の学生が混成チ

ームを組み、地域共生につながる各テーマについて意見やアイデアを出し合

いながら、テクノロジーを活用した様々な課題解決に取り組むイベントで

す。 

学生の柔軟な発想により社会課題・地域課題を解決するためのソリューシ

ョンの創発を目指すことに加え、期間を定めたプロジェクトを多様な主体と

協力しながら進めていく経験を通じて、学生自身のスキルアップやキャリア

形成につなげることを目的としています。 

 

＜参考＞令和６年度地域共生ハッカソンの取組概要 

https://www.city.yokohama.lg.jp/business/kyoso/kyosofront/hackathon.html 

提案を募集する 

背景・課題 

地域共生ハッカソンは学生主体の取組ですが、学生の活動の幅をさらに広

げ、社会実装を見据えた質の高い活動成果につなげていくためには、企業の

皆様の技術や知見が必要です。学生の活動をさらに充実させていくために、

活動を応援していただく提案を募集します。 

課題によって 

①誰が 

②どう困るのか 

①地域共生ハッカソンに参加する学生 

②活動をさらに充実させるための機会の損失 

課題に対して横浜市

が現在どう関わって

いるのか 

より多くの方に地域共生ハッカソンの取組を知ってもらえるよう、活動の

経過等を横浜市 HPや SNS を通じて発信しています。 

募集対象 

 
※チェックのついたもの

が、今回の募集の対象

です 

 

■ 公民連携の提案及び連携事業者の募集 

  ⇒テーマに関する公民連携の提案・アイデア及び連携事業者の両者を募

集するものです。 

□ 公民連携の提案のみの募集 

⇒横浜市が今後の事業等の方針や仕様を定めるために、テーマに関する

公民連携の提案・アイデア等のみを募集するものであり、連携事業者

を募集するものではありません。 

横浜市が希望する 

提案について 

・学生がハッカソンの活動に取り組む中で出た課題について、学生の発想を

尊重しながらご協力いただける提案を募集します。 

想定する提案の例 

 

・学生がハッカソンの活動に取り組む中で、学生が疑問に思ったことを相談さ

せていただく体制 

・学生が成果物を生み出していくにあたり、学生だけでは解決できない高度な

技術が必要になった場合にご協力いただく体制 

・ハッカソンの活動終了後、活動成果を社会実装させるための技術・ノウハ

ウ提供 

など 

 

■提案にあたっての条件 

募集期間  令和７年７月 29日（火） ～ 令和７年８月 29日（金） 

実施予定時期  令和７年 10 月 16日（木） ～  令和８年２月 

提案の形式 

 

様式３の【提案シート】をご提出ください。 

※提案シートの他、企画書や関連資料の添付も可です 

提案の選定方法 
※チェックのある方法で

選定します 

■特に選定をしません（提案内容が妥当であれば採用数を絞込まない） 

□審査等による選定等を実施（提案内容等を審査・選定し採用数を絞込む） 

□提案を参考に、あらためて実施事業者の公募等を実施 

□その他（                           ） 

https://www.city.yokohama.lg.jp/business/kyoso/kyosofront/hackathon.html


様式２ 

 

横浜市から提供でき

るメリット 

・横浜市HP等でのご協力内容の紹介 

・成果発表会等のイベントへの参加、学生等との交流 

横浜市の予算措置の

可能性 

なし 

その他の留意点  

提案のお申込み先・ 

内容についての 

お問い合せ先 

（事業所管部署） 

横浜市政策経営局共創推進課 

TEL 045-671-4391      FAX 045-664-3501 

E-mail ss-kyoso@city.yokohama.lg.jp 

 


